
被災地の子どもたちを仙台に招待し、金融教育と見学会を実施 

開北小学校 5年 2組 

１．開催日：平成 24年 10月 29日（月） 

２．場 所：ＮＨＫ仙台放送局、日本銀行仙台支店、信金中央金庫東北支店 

３．対 象：石巻市開北小学校 5年 2組 32名 

４．内 容：①ＮＨＫ仙台放送局見学 

       ・スタジオ内見学、放送技術の説明と実演、「てれまさむね」出演 

      ②日本銀行仙台支店見学 

       ・日本銀行の役割についてのビデオ鑑賞 

       ・１億円の重さ体験、破棄処分されたお札、ロビー見学等 

       ・銀行券偽造防止技術の確認体験 

      ③しんきんマネースクール 1部 講師：松岡 美和（鹿妻支店） 

                         岡部 真紀（地域貢献室） 

       ・日本銀行の働きと役割、金融機関の種類・仕事、信用金庫について    

５．目 的：ＣＳＲ（企業の社会的責任）・地域貢献の一環として、地域の将来を担う児童に対し、    

早い段階で金融知識を習得してもらうこと、また「お金の大切さ」を知ってもらうことを目的とする。 

  

世の中に流通しているお金を横に並べると 
地球を約 50周する長さになります。 
〈日本銀行仙台支店で DVDにて学習中〉 

1億円、100円硬貨 4,000枚、100万円の 
重さ体験中 

  

NHK仙台放送局のスタジオ見学 
「ここからニュースを放送します。」 

「てれまさむね」の撮影風景 
ディレクターさんの話を聞いて、緊張！！ 



 

破れてしまったお札は、どのくらい残っていれ

ば同じ金額と両替できますか？  
「はい！」元気に手があがりました。 

【参加した皆さんの感想より抜粋】 
 ・日本銀行に行って、千円札にはいろいろな文字がかくれていることがわかりました。 
  （小さい字で「ニホン」、英語で「NIPPONGINKO」） 
 ・しんきんマネースクールでは、金融機関の仕事や種類を勉強してよかった。 
 ・NHKでは、カメラのことやスタジオのことがわかりました。プロンプター装置で、カメ
ラに言葉がうつる工夫がすごいと思った。 

 


